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第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和４年度の取組状況について 

１ 会議の開催 

 (1) 総会（２回） 

   ア 第７回総会（令和４年５月 31 日） 

     議事 ・第 73 回全国植樹祭の大会テーマソングの制作について 

        ・第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和４年度の取組について 

        ・第 73 回全国植樹祭実施計画（素案）について 

        ・令和３年度事業報告及び収支決算について 

   イ 第８回総会（令和５年１月 16 日） 

議事 ・第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和４年度の取組状況について 

・第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和５年度の取組（案）について 

        ・第 73 回全国植樹祭実施計画（最終案）について 

 (2) 幹事会（２回） 

   ア 第６回幹事会（令和４年５月 11 日） 

     議事 ・第 73 回全国植樹祭の大会テーマソングの制作について 

        ・第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和４年度の取組について 

        ・第 73 回全国植樹祭実施計画（素案）について 

        ・令和３年度事業報告及び収支決算について 

   イ 第７回幹事会（令和４年 12 月 12 日） 

議事 ・第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和４年度の取組状況について 

・第 73 回全国植樹祭開催に向けた令和５年度の取組（案）について 

        ・第 73 回全国植樹祭実施計画（最終案）について 

 (3) 専門委員会（３回） 

    式典専門委員会 

   ア 第４回式典専門委員会（個別訪問による開催：令和４年４月６～28 日） 

      議事 ・第 73 回全国植樹祭の式典構成案について 

   イ 第５回式典専門委員会（個別訪問による開催：令和４年９月 20～27 日） 

      議事 ・第 73 回全国植樹祭の実施計画案について 

       ・第 73 回全国植樹祭の演出構成案について 

ウ 第６回式典専門委員会（令和４年 11 月 24 日） 

      議事 ・第 73 回全国植樹祭の実施計画案について 

       ・第 73 回全国植樹祭の演出構成案について 

 

２ 「第 73 回全国植樹祭実施計画（最終案）」の作成 

  第 73 回全国植樹祭の具体的事項（開催概要、式典行事計画、会場整備計画等）を

定める実施計画（最終案）を作成している。 

  実施計画（最終案）は、第８回総会に最終案の決定を提案する。 

また、同じく主催者である公益社団法人国土緑化推進機構の特別委員会に実施計

画（最終案）を提案する。（※承認をもって実施計画を決定） 

 

３ 「苗木のスクールステイ」の実施 

岩手県緑の少年団及び県内の小中学校を対象に実施し、54 の団体・学校において、

1,404 人の児童・生徒が、第 73 回全国植樹祭で植樹する苗木の一部を育成している。 
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４ 大会テーマソングの発表 

  岩手県出身のミュージシャン佐藤千亜妃さんが作詞・作曲した大会テーマソング

「風に抱かれて」を「第 73 回全国植樹祭１年前記念イベント」で発表した。 

  発表後は、各種イベント等において活用している。 

 

５ 「第 73 回全国植樹祭１年前記念イベント」等の実施 

全国植樹祭を岩手県で開催することの周知や、開催機運の醸成を図るため、「第 73

回全国植樹祭１年前記念イベント」を令和４年７月９日(土)に「岩手県県民の森」で

開催した。この他、開催日の 200 日前など節目となる日にカウントダウンイベントを

実施している。 

 

６ 「木製地球儀リレー」の実施 

全国植樹祭の開催を全県的に盛り上げていくため、全国植樹祭のシンボルである

「木製地球儀」を県内全市町村で巡回展示している。（令和５年１月 16 日現在、27 市

町村での巡回展示を行った。） 

 

７ 各種広報活動の実施 

「第 53 回岩手県緑の少年団大会」など緑の少年団と連携しイベントを実施した。市

町村等の各種イベントにおいて、のぼり、缶バッジ、シール等のグッズを活用した広

報活動を実施している。さらに、その状況を公式ホームページや公式 Twitter で情報

発信を行っている。 

 

８ 第 73 回全国植樹祭岩手県実施本部の設置 

大会の円滑な運営を図るため、「第 73 回全国植樹祭岩手県実施本部」を令和４年

11 月 16 日に設置した。 

  実施本部員は、県職員の他、市町村職員等の協力を得て、効率的な人員配置を行う。 

各種本部員マニュアルを作成し、円滑な大会運営や参加者の安全性、快適性の確保

に努めていく。 

 


